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『
樟
蔭
国
文
学
』
第
三
万
-
第
二
〇
号
要
目

第
三
号
　
(
昭
和
三
九
年
1
月
二
〇
日
発
行
)

定
家
と
家
隆

清
慎
公
集
･
義
孝
集
続
稿

猿
蓑
鑑
賞
-
鳶
羽
連
句

安
田
　
茸
生

竹
内
美
千
代

細

川

　

馨

後
京
極
摂
政
と
三
十
六
番
相
撲
立
詩
歌原

田
　
芳
起

川
端
康
成
の
文
長
指
数
　
　
　
　
中
根
千
賀
子

立
原
道
造
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
吉
田
　
玲
子

｢
平
安
時
代
文
学
語
嚢
の
研
究
｣
紹
介

竹
内
美
千
代

嵯
峨
院
と
そ
の
周
辺

和
泉
式
部
日
記
語
柔
考

夜
の
ほ
ど
ろ
に

西
行
小
論

伊
良
子
清
自

書
評
『
日
本
詩
歌
の
正
統
』

原
田
　
芳
起

紫
式
部
集
の
歌
と
詞
書

西
行
の
本
歌
取
り

書
評
『
藤
原
定
家
研
究
』

第
六
号

竹
内
美
千
代

西

畑

　

　

芙

八
亀
　
師
勝

竹
内
美
千
代

野
村
　
妙
子

木
村
喜
代
子

西
畑
　
　
実

(
昭
和
四
三
年
1
　
1
月
二
〇
日
発
行
)

長
篇
物
語
に
お
け
る
な
ら
び
の
巻
の
意
義

-
　
残
さ
れ
た
問
題
点
に
つ
い
て
1

原
田
　
芳
起

第
二
号

(
昭
和
三
九
年
一
一
月
二
〇
日
発
行
)

茶
道
と
定
家

日
本
霊
異
記
と
中
世
説
話
集

安
田
　
章
生

山
根
　
賢
吉

翻
刻
書
陵
部
蔵
花
園
院
御
製
(
光
厳
院
徴
集
)

原
田
　
芳
起

伊
東
静
雄
に
つ
い
て

岩
田
久
美
子

第
三
号

(
昭
和
四
〇
年
一
一
月
二
〇
日
発
行
)

宇
津
保
物
語
の
中
の
人
物

第
四
号

(
昭
和
四
1
年
二
月
二
〇
日
発
行
)

一
院
と
い
う
称
呼
に
つ
い
て

-
物
語
文
学
と
歴
史
と
の
連
続
-原

田
　
芳
起

謡
曲
に
お
け
る
引
き
歌

-
信
光
の
能
を
中
心
に
ー
　
西
畑
　
芙

近

世

和

歌

と

定

家

　

　

　

　

　

　

安

田

　

章

生

与
謝
野
寛
の
歌
論
意
識

-
第
1
次
『
明
星
』
を
め
ぐ
っ
て
-

岩
鼻
　
絹
子

第
五
号

(
昭
和
四
二
年
二
月
二
〇
日
発
行
)

宇
津
保
物
語
登
場
人
物
論
拾
遺
　
　
原
田
　
芳
起

手
習
･
夢
ノ
浮
橋
私
見

信
光
の
能
と
漢
詩

石
橋
忍
月
研
究
　
用

異
版
日
本
永
代
蔵
考

久

保

　

　

重

西

畑

　

　

実

嘉
部
　
嘉
隆

中
洲
佐
由
美

第
七
号
(
昭
和
四
五
年
三
月
二
〇
日
発
行
)

い
も
せ
語
義
弁
証

-
源
氏
物
語
等
の
解
釈
に
触
れ
て
-原

田
　
芳
起

中
宮
ノ
御
読
経
の
条
に
つ
い
て

-
源
氏
物
語
｢
胡
蝶
｣
ノ
巻
私
註
-久

保

　

　

重

紫
式
部
集
補
註

-
か
み
を
か
う
ぶ
り
に
て
-
　
竹
内
美
千
代

和
泉
式
部
日
記
研
究
の
諸
問
題
点
と
そ
の
整
理
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附
　
和
泉
式
部
日
記
歌
と
家
集
の
関
係
一
考

山
本
　
和
子

番
外
謡
曲
引
詩
考

石
橋
忍
月
研
究
ノ
ー
ト

『
惟
任
日
向
守
』
論
(
上
)

西
行
と
芭
蕉

西
畑
　
　
実

嘉
部
　
嘉
隆

竹
島
　
智
子

資
料
紹
介

大
西
家
蔵
番
外
謡
本
に
つ
い
て
　
　
西
畑
　
芙

第
八
号
(
昭
和
四
六
年
三
月
二
〇
日
発
行
)

男
手
･
女
手
名
義
考

原
田
　
芳
起

生
の
完
成
と
し
て
の
出
家

-
御
法
の
巻
･
幻
の
巻
私
見
-
　
久
保
　
　
重

石
橋
忍
月
研
究
ノ
ー
ト

『
惟
任
日
向
守
』
論
(
申
)

『
女
殺
池
地
獄
』
小
考

資
料
紹
介

大
西
家
蔵
番
外
謡
本
日

嘉
部
　
嘉
隆

馬
淵
　
康
子

西
畑
　
　
実

第
九
号
(
昭
和
四
七
年
三
月
二
〇
日
発
行
)

中
古
に
お
け
る
｢
の
た
ま
ふ
｣
の
意
味

-
敬
語
の
意
味
体
系
の
問
題
に
触
れ
て
-

原
田
　
芳
近

夕
霧
の
巻
私
見
(
そ
の
二
)
　
　
　
久
保
　
重

枕
草
子
鑑
賞
-
皇
后
定
子
の
生
涯
よ
り
み
る
1
日

九
七
段
･
一
〇
〇
段
･
一
七
九
段
･
二
六
二
段

山
本
　
和
子

『
新
勅
撰
集
』
四
季
部
の
題
に
つ
い
て

西
畑
　
　
実

舞
姫
論
争
の
論
理

-
舞
姫
論
争
に
つ
い
て
の
1
異
見
白
-

嘉
部
　
嘉
隆

方
言
研
究
の
1
つ
の
試
み

-
大
阪
､
東
京
､
福
島
方
言
-
　
杉
藤
美
代
子

義
太
夫
節

｢
い
ろ
｣
の
音
声
学
的
研
究
　
　
西
浦
　
順
子

資
料
紹
介

-
舞
姫
論
争
に
つ
い
て
の
1
異
見
国
-

嘉
部
　
嘉
隆

〟
花
寵
″
 
､
〟
は
な
･
か
ご
″
と
　
(
サ
ク
ラ
ガ
}

サ
ク
考

動
態
測
定
に
よ
る
日
本
語

ア
ク
セ
ン
ト
の
研
究
(
そ
の
2
)

杉
藤
美
代
子

芭
蕉
の
月
の
句
-
西
行
と
の
比
較
に
お
い
て
1

竹
島
　
智
子

『
と
り
か
へ
ば
や
物
語
』
小
論

資
料
紹
介

大
西
家
蔵
番
外
謡
本
(
四
)

福

留

　

　

歩

西

畑

　

　

芙

大
西
家
蔵
番
外
謡
本
臼

西

畑

　

芙

第
一
〇
号

(
昭
和
四
八
年
三
月
二
〇
日
発
行
)

｢
な
ま
女
｣
の
解
読
を
め
ぐ
る
問
題

-
写
本
表
記
の
批
判
的
処
理
-
　
原
田
　
芳
起

そ
の
裳
を
と
り
給
ひ
て

-
浮
舟
の
巻
私
見
-

新
勅
撰
集
と
本
歌
取
り

舞
姫
論
争
の
論
理
臼

久

保

　

　

重

西

畑

　

　

芙

第
-
言
下

(
昭
和
四
九
年
三
月
二
〇
日
発
行
)

万
葉
集
の
｢
問
｣
字
の
訓
義
を
め
ぐ
っ
て

原
田
　
芳
起

-
接
続
形
態
　
｢
あ
ひ
だ
に
｣
　
｢
ほ
ど
に
｣

に
つ
い
て
の
語
嚢
論
的
考
察
-

八

の

宵

の

道

議

と

大

君

　

　

　

　

久

保

　

　

重

-
総
角
の
巻
私
見
-

源
経
信
伝
を
め
ぐ
っ
て
　
　
　
　
　
安
田
　
純
生

中
世
草
庵
文
学
の
系
譜
よ
り
見
た
『
幻
住
庵
記
』

竹
島
　
智
子
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｢
枕
草
子
｣
の
ひ
と
つ
の
魅
力
　
　
岡
　
贋
美

資
料
紹
介

大
西
家
蔵
番
外
謡
本
(
五
)
　
　
　
西
畑
　
実

『
門
外
芸
術
』
歌
石
号
(
大
1
〇
･
1
)
目
次

嘉
部
　
嘉
隆

『
愛
璽
』
有
島
氏
追
憶
号
(
大
一
二
･
八
)
目
次

嘉
部
　
嘉
隆

第
二
言
下

(
昭
和
四
九
年
九
月
一
〇
日
発
行
)

上
代
の
形
容
詞
性
接
尾
辞
｢
じ
｣

-

打

消

か

類

似

か

-

　

　

　

　

原

田

　

芳

起

藤
原
家
隆
の
本
歌
取
り
に
関
す
る
調
査
と
研
究
闇

-
第
1
部
　
家
隆
の
本
歌
取
り
1
覧
(
下
)
-

西

畑

　

芙

石

橋

忍

月

研

究

余

録

　

　

　

　

　

嘉

部

　

嘉

隆

ア
ク
セ
ン
ト
型
の
聞
こ
え
の
ゆ
れ
と

発
話
の
ゆ
れ
(
そ
の
2
)

-
長
崎
ア
ク
セ
ン
ト
と
大
阪
ア
ク
セ
ン
ト
-

杉
藤
美
代
子

大
西
家
蔵
番
外
謡
本
(
六
)

西

畑

　

実

第
二
二
号(

昭
和
五
〇
年
1
0
月
1
0
日
発
行
)

原
田
芳
起
博
士
古
稀
記
念
号

物
語
年
立
研
究
史
の
一
駒
　
　
　
原
田
　
芳
起

1
若
紫
の
巻
の
時
間
を
め
ぐ
っ
て
-

東
屋
の
巻
の
左
近
少
将
の
待
遇
法
を
め
ぐ
っ
て

資
料
紹
介

大
西
家
蔵
番
外
謡
本
(
七
)

『
浄
瑠
璃
歌
月
丸
』

紹

　

　

介

紫
式
部
と
絵

永
保
初
年
の
源
経
信

久

保

　

　

重

竹
内
美
千
代

安
田
　
純
生

北
村
英
子
著
『
な
ま
め
か
し
』
　
　
原
田
　
芳
起

第
一
四
号

(
昭
和
五
1
年
九
月
1
0
日
発
行
)

｢
気
ホ
余
波
受
吉
奴
｣
存
疑
　
　
　
原
田
　
芳
起

源
氏
物
語
に
見
る
待
遇
法
の
1
用
法
に
つ
い
て

久

保

　

　

重

『
三
四
郎
』
論
へ
の
一
視
点

資
料
紹
介

中
塚
　
裕
子

高
橋
　
芙
絵

阪

本

　

玲

-
政
長
八
粂
亭
歌
会
を
め
ぐ
っ
て
ー

勅

授

集

と

本

歌

取

り

‖

　

　

　

　

　

西

畑

　

実

徒
然
草
に
お
け
る
｢
な
ま
め
か
し
｣
に
つ
い
て

北
村
　
英
子

芭
蕉
の
風
狂
精
神
に
関
す
る
覚
書
　
竹
島
　
智
子

石
橋
忍
月
に
関
す
る
基
礎
的
覚
書
　
嘉
部
　
嘉
隆

-
石
橋
忍
月
研
究
余
録
(
承
前
)
-

大
阪
方
言
1
拍
語
ア
ク
セ
ン
ト
の

ピ
ッ
チ
曲
線
と
持
続
時
間
に
つ
い
て

杉
藤
美
代
子

井
本
久
美
子

賀
茂
条
詳
解

其
一
'
葵
等
'
葵
桂
撃
'
及
び
葵
'
桂
考

山
本
　
和
子

経
信
の
母
に
つ
い
て

松
浦
宮
物
語
に
お
け
る

｢
な
ま
め
か
し
｣
に
つ
い
て

勅
撰
集
と
本
歌
取
り
闇

『
袖
且
の
記
』
校
異

安
田
　
純
生

北
村
　
英
子

西

畑

　

　

実

谷
垣
伊
大
雄

-
『
太
平
記
』
の
た
め
の
基
礎
的
覚
書

森
鴎
外
文
芸
評
論
の
研
究
仙
　
　
嘉
部
　
嘉
隆

-
｢
小
説
論
｣
改
稿
の
意
図
と
方
法

ザ
行
･
ダ
行
･
ラ
行
の
混
同
と
そ
の
聴
取
及
び

発
話
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
杉
藤
美
代
子

-
和
歌
山
県
北
部
の
場
合
-
　
木
村
　
恵
子

稲
田
　
裕
子

『
笈
の
小
文
』
一
考
察

安
藤
　
桂
子
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第
f
五
号

(
昭
和
五
二
年
一
〇
月
八
日
発
行
)

『
新
勅
選
集
』
の
一
傾
向
　
　
　
　
西
畑
　
実

｢
落
ち
ず
｣
｢
去
ら
ず
｣
の
成
句
に
つ
い
て

久
保
　
重
教
授
盲
稀
記
念
号

舌
耕
文
学
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
中
村
　
幸
彦
　
　
紫
の
上
の
死
を
め
ぐ
っ
て

北
村
　
英
子

久

保

　

　

重

語

嚢

と

表

現

と

の

問

　

　

　

　

　

原

田

　

芳

起

『
狭
衣
物
語
』
に
お
け
る
女
性
の
描
写
に
つ
い
て

-
　
語
乗
的
観
点
か
ら
　
-

多
屋
　
久
栄

文
学
的
発
想
に
お
け
る
〟
さ
い
は
ひ
″

-
中
古
物
語
文
学
に
関
す
る
試
論
-原

田
　
芳
起

源
氏
物
語
に
見
え
る
｢
お
は
し
ま
す
｣
･

｢
お
は
す
｣
　
に
つ
い
て
の
一
考
察久

保

　

　

重

-
王
室
と
外
戚
と
の
関
わ
り
か
ら
ー

良
遁
法
師
に
つ
い
て

新
薬
和
歌
集
と
本
歌
取
り

流
布
本
太
平
記
の
1
傾
向
r

森
鴎
外
文
芸
評
論
の
研
究
白

鴎
外
『
舞
姫
』
研
究
史
考
‖

安
田
　
純
生

西

畑

　

　

実

谷
垣
伊
太
雄

嘉
部
　
嘉
隆

檀
原
み
す
ず

日
本
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
が
拍
お
よ
び
音
素
の

持
続
時
間
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て

杉
藤
美
代
子

光
谷
冨
美
子

第
〓
八
号

(
昭
和
五
三
年
九
月
二
九
日
発
行
)

西
畑
教
授
追
悼
号

『
太
平
記
』
巻
6
｢
赤
坂
合
戟
事
付

人
見
本
問
抜
懸
事
｣
に
つ
い
て

谷
垣
伊
大
雄

(
改
稿
)
俳
譜
表
現
論
と
し
て
の
本
情
の
説

原
田
　
芳
起

森
鴎
外
文
芸
評
論
の
研
究
惚
　
　
嘉
部
　
嘉
隆

鴎
外
『
舞
姫
』
研
究
史
考
櫛
　
　
檀
原
み
す
ず

｢
生
れ
出
づ
る
悩
み
｣
　
へ
の
1
視
点
福
本
　
　
彰

太
宰
文
学
に
お
け
る
｢
花
｣
　
　
　
松
田
　
智
子

白
話
小
説
の
珍
訓

-
『
蒋
巨
細
鶏
黍
死
生
交
』
-
の
ば
あ
い

小
林
　
祥
浩

近
畿
ア
ク
セ
ン
ト
の
発
話
に
お
け
る

古
今
著
聞
集
に
お
け
る

｢
な
ま
め
か
し
｣
に
つ
い
て

『
小
袖
貝
の
ゆ
か
り
』
に
つ
い
て

北
村
　
英
子

谷
垣
伊
大
雄

-
『
太
平
記
』
尊
良
親
王
配
流
葦
考
-

森
鴎
外
文
芸
評
論
の
研
究
囲
　
　
嘉
部
　
嘉
隆

付
･
石
橋
忍
月
に
関
す
る
基
礎
的
覚
書
(
補
遺
)

内
田
魯
庵
文
芸
批
評
の
研
究
　
　
富
田
有
美
子

-
紅
葉
の
作
品
に
関
す
る
評
を
中
心
に
-

ア
ク
セ
ン
ト
及
び
語
音
の
'
発
話
と

知
覚
に
つ
い
て

杉
藤
美
代
子

喉
頭
制
御
に
つ
い
て

杉
藤
美
代
子

第
l
七
号(

昭
和
五
四
年
一
〇
月
一
〇
日
発
行
)

鴎

外

樗

牛

対

立

期

　

　

　

　

　

　

谷

沢

　

永

1

｢
就
中
･
加
之
･
遮
莫
･
挙
世
｣
の
訓
法
小
論

鈴
木
一
男

第
一
八
号(

昭
和
五
五
年
1
二
月
1
0
日
発
行
)

原
田
芳
起
教
授
退
職
記
念
号

物
語
文
章
解
釈
の
1
つ
の
視
野
を
探
る原

田
　
芳
起

『
後
拾
遺
集
』
巻
六
｢
冬
｣
評
釈
‖

安
田
　
純
生

鈴
虫
の
巻
の
構
造
に
つ
い
て
の
断
章

久

保

　

　

重
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『
太
平
記
』
(
日
本
古
典
文
学
大
系
)

年
表
索
引
稿
　
‖

谷
垣
伊
大
雄

第
一
九
号

(
昭
和
五
七
年
二
月
二
八
日
発
行
)

内
田
魯
庵
文
芸
批
評
の
研
究
目

『
夏
木
立
』
評
管
見

-
魯
庵
･
忍
月
の
比
較
を
中
心
に
-吉

田
有
美
子

森
鴎
外
｢
舞
姫
｣
異
本
考

-
縮
刷
本
｢
美
奈
和
集
｣
の

位
置
づ
げ
の
た
め
に
　
　
　
　
檀
原
み
す
ず

研
究
ノ
ー
ト
　
舞
姫
第
二
作
説
に
つ
い
て
の
疑
問

嘉
部
　
嘉
隆

没
理
想
論
争
の
論
理
　
　
　
　
　
橋
本
佳
代
子

上
代
文
献
所
見
の
間
投
助
詞
｢
と
･
に
･
を
｣
小
論

鈴
木
　
]
男

書
評
　
鈴
木
一
男
教
授
『
初
期
点
本
論
致
』

に

寄

せ

て

　

　

　

　

　

　

　

小

島

　

憲

之

近
畿
方
言
に
お
け
る
ザ
行
音
と
ダ
行
音
の
混
同

-
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
･
パ
ラ
ト
グ
ラ
フ
ィ
と

ス
ペ
ク
ト
ロ
グ
ラ
フ
に
よ
る
研
究
1

杉
藤
美
代
子
･
大
谷
　
良
子

原
田
芳
起
教
授
著
作
目
録

遠
藤
真
澄
･
大
谷
良
子
･
黒
葛
良
子
　
編

藤
壷
は
変
貌
し
た
か

『
後
拾
遺
集
』
巻
六
｢
冬
｣
評
釈
目

久

保

　

　

重

安
田
　
純
生

内
田
魯
庵
文
芸
批
評
の
研
究
白
　
木
村
有
美
子

-
忍
月
と
の
比
較
を
通
じ
て
み
た
構
成
･

視
点
･
叙
述
上
の
特
色
I

覆
刻
｢
舞
姫
再
評
｣
｢
舞
姫
三
評
｣
｢
舞
姫
四
評
｣

(
気
取
牛
之
丞
)

｢
再
'
気
取
牛
之
丞
に
輿
ふ
る
書
｣

(
相
揮
謙
吉
)

嘉
部
　
嘉
隆
･
檀
原
み
す
ず
編

『
太
平
記
』
(
日
本
古
典
文
学
大
系
)

年
表
索
引
稿
目

谷
垣
伊
太
雄

語
形
と
語
義
と
表
現
と

原
田
　
芳
起

-
辞
書
の
使
命
と
そ
の
限
界
-

大
阪
方
言
に
お
け
る
強
調
の
音
響
的
特
徴

杉
藤
美
代
子

森
鴎
外
小
特
集

｢
舞
姫
｣
に
お
け
る
漢
字
の
読
み
方
に

関

す

る

諸

問

題

　

　

　

　

　

檀

原

み

す

ず

森
鴎
外
文
芸
評
論
の
研
究
国
　
　
嘉
部
　
嘉
隆

-
｢
幽
玄
論
争
｣
の
論
理
と
方
法
仙
-

第
二
〇
号

(
昭
和
五
八
年
二
月
二
〇
日
発
行
)

浮
舟
の
死
は
周
囲
に
理
解
さ
れ
た
か

転
換
期
の
思
想
と
文
学

『
後
拾
遺
集
』
巻
六
｢
冬
｣
評
釈
E
E

久

保

　

　

重

原
田
　
芳
起

投
理
想
論
争
の
論
理
目

｢
贋
物
｣
横
行
世
界
で
の
｢
本
物
｣

志
向
の
達
成
度

橋
本
佳
代
子

福

本

　

　

彰

1
嘉
部
嘉
隆
著
『
森
鴎
外
-
初
期
文
芸
評
論
の

論
理
と
方
法
～
』
を
読
ん
で
-

安
田
　
純
生

『
舞
姫
』
論
へ
の
一
視
点
　
　
　
檀
原
み
す
ず

石
橋
忍
月
に
関
す
る
基
礎
的
覚
書
(
補
遺
二
)

嘉
部
　
嘉
隆

内
田
魯
庵
文
芸
批
評
の
研
究
幽
　
木
村
有
美
子

太
平
記
年
表
索
引
稿
E
[
　
　
　
　
谷
垣
伊
太
雄

｢
四
つ
の
仮
名
｣
の
混
同
｢
ザ
･
ゼ
･
ゾ
｣
～

｢
ダ
･
デ
･
ド
｣
の
混
同
に
関
す
る
史
的
考
察

杉
藤
美
代
子
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